
初期日本移民で少女伊勢子さんのブラジル11年間の物語

初期移民として家族と共に渡伯し、少女時代から青春時代の、11年間にコロノ（労働者）生活を体験し、そ
の中でサン・マルチーニョ耕地での出来事、少女での習いごと、成人前のグァタパラ耕地内での生活内容、
ミナス州の借地での米作り、川沿の生活でのマラリ病に罹患、そして再度グァタパラ耕地に戻りコロノ生活、
その中には青春を謳歌、片思い、男性からの横連慕など、彼女の長編の自叙伝の中で、ブラジル在住時代の
実体験を語っている箇があり、初期日本移民の生活実態がわかる貴重な文献である。また彼女は日本人女性
の名がほとんど片仮名になっている理由について触れているが、これは私が作成した各種資料中でも、移民
の伴侶である妻の名の多くが片仮名となっていることと関連がある。　　

自叙伝「宏深の夢」小井手伊勢子著　（主としてブラジルでの生活体験の部を要約）

明冶になってから、一般人がどの様な名前を付けようが自由になったことから、皇族方と同じ名前を付ける
者が多くなったため、政府は男子が皇族と同じ名前を付けることと、女子の名前に漢字を使うことの双方を
禁じた一時期があったようであり、明治生れの女性の名前はことごとく片仮名で記載されている。

小井手家族の渡伯。

大正２年（1913年）3月５日第二雲海丸（自叙伝中第２回移民とあるが実際は第５回移民である）広島県
安芸郡仁保村日宇那から 25家族渡伯する。小井手伊勢子の家族は父和三之丞（28歳）、母春代（25歳）、
伊勢子（７歳）、妹信子（２歳）、父の甥勝芳（15歳）、そして父の兄である和三市、妻琴と弟直之（伯父家
族の構成員）の２家族で、妹信子が麻疹に罹患、サントス港に着く３時間半前に息を引き取る（1913.5．5）。
サントスの墓地に埋葬するため２家族は船内に残留、他の日本移民より１日遅れて、サン・パウロ移民収容
所へ入る。入所期間は８日間までである。同村の２5家族と広島県人の５家族、それと熊本県出身の20家族で、
サン・マルチーニョ耕地に引率者の宇佐見基氏（ズモン配耕の福島県出身、笠戸丸第１回移民）に伴なわれ
て 50家族は入耕した。各家族には２,500 本のコーヒーの手入れ責任枠を当られる。翌年（1914年）の１
月には最初の部落から移り、豚、鶏等を飼い、野菜も植えることが出来副食類は殆んど自給できた。また日
曜日にはレース編みをイタリア人に教えていただく為、遠い道程のために近道の牧場を横切るので危険なの
で、母に送り迎えをしていただいた。
　　
その年（1914年）の 11月、耕地の隣であるグァタパラ耕地に移転する、それは日本人学校がグァタパラ
には開校されている為でもあった。
　　
グァタパラ部落（コロニア）での、私達の家は５列に並んでいた一番上の中央、私の家の真下が日本人学校、
女子師範学校出身の木村先生（記録では今村惟喜）が１年生から６年生までの 43人を１人で受け持っておっ
た。
　　
グァタパラ耕地に来て 3ヶ年（1915～ 17年）が経過した。日本人学校は総監督であった平野さんが他に
土地を買い平野植民地を結成し、グァタパラの日本人を殆んど連れて行ったので廃校になった。廃校式のと
き６年生の卒業証書はもらった。学校と名のつくところで勉強をしたのは、グァタパラの日本人学校で３年
間学んだだけある。日本人学校が廃校になったので父が「外人学校へ入学させてやる」と言って学用品を全



部買ってくれたが、米作地行きが決ったので行けなくなった。生徒の殆んどが白人でイタリア人、イスパニャ
人、ポルトガル人、ドイツ人の他に黒人も２～３人学んでいるようであった。日本人は初めてなので皆に負
けないようにと思ったが中止になってしまった。

住居を上から四列目に移転した折、その西端に日本人の監督広田（正しくは弘田であり、以下は弘田と表現
する）夫婦には子供がいなっかた（大人の息子秀馬がこの頃には生存）奥さんの甥の信吉さん（茂重が正しい）
は６年生の時仲良しだった。
　　
大正６年（1917年）10月、米作のためミナス州メランシ―ア耕地に移転。メランシ―アには小井手２家族、
川本松吉さん、そして川本さんの姪ハマンと結婚した父の弟直之家族もここに入植した。
　　
リオ・グランデ川を越ミナス州側沿岸メランシーア耕地～コンキスタ駅附近のラジアード耕地のこの地帯に
は専門米作者が当時 97家族、コーヒー園内間作で米作をやるもの８9家族、その生産量は 2万 6千余俵、
さらに 1919年の下半期には 200家族の新来者を迎え、生産家族数 400、米作地３千 600余町歩、収穫高
籾 10万俵に達した。（「移民の生活の歴史」367ページ）
　　
この頃になると日本式の朝、昼、晩、の３食に食事を決める。家事の方を手伝い、また直之夫婦の長女房子
の面倒をみるものであった。
　　
米作 1年目は豊作で 1,200 俵であったが、小作料として１割を耕主に、２割を請負師の佐藤さんに供出で手
取りとして 800俵そこそこになったので、２年目からは直接土地を借りた。
　　
この土地に越して来て父はマラリアに罹り、３ヶ月間患った。父が回復する頃私もマラリアに罹った。私の
マラリアは隔日型で発病した日とその翌日はぐったりなって床を離れることが出来ない、３日目の朝はどこ
も悪くないので、すっかり良くなったと思っていると、前日震えが出たと同時刻にまた寒くなって発熱する、
これを繰り返した。低い土地でマラリアに罹ったと思った父は、米作りに見切りをつけて、サン・パウロ州
に帰った高台に住んでいたニ階堂さんのあとへ引越した。
　　
米作地に来て３年目（1919年）特別稲が豊作で 1,300 俵もの収穫であったが米作地全体が豊作、例年１俵
40円だった籾が 20円に暴落、消費地までの運搬賃が米価と同じ「米作にもあいそうがつきた」米作に大き
な希望を抱いて不自由な奥地に来たものの、２年続きの米の安値で米作に見切りをつけ、再びグァタパラ耕
地に戻る。直之家族、川本松吉さんも一緒であった。
　　
３家族は弘田さんの骨折りでモンテイロ（モンテイロ駅附近）に居住、家の周囲は果樹園、盆地の畑は夏に
米作、冬は野菜と、１つの畑でニ作が出来る好条件のところであった。この頃は私も数え年で１５歳であった。
若者同士で「日曜日のたんびにみんな楽しゆう遊んどる」。習い事でボルダード（ミシン刺繍）１年、洋裁に
２年間通い洋服の種類全部縫えるようになった。
　　
父が水晶畑と言っていたコーヒー園はコーヒーの木の根元だけが土で、他は全部水晶だったから鍬が使えず
草は手で抜き取る。勝芳は草を抜く手を休め「ありゃ何じゃろうか」と言った。それはいなご（バッタ）の
大群だった。いなごに襲われた年は日照や水害より収穫にこたえると言う。３月～４月は米の収穫どきで忙
しい。コーヒー園の管理作業の合間にするので大変忙しい。稲の取り入れが終わると、裏作として野菜の植



付け、コーヒーの手入れは１人２,500 本、４人で１万本の責任額を、母には野菜の世話をさせて、コーヒー
園の方は３人でやりこなす。除草仕事は夜明け前に家を出て明るくなるのを待たず暗がりで草を削るものだっ
た。
　　
大正 11年（1922年）の正月を迎え、私は 17歳になった。
　　
その年の 12月 24日弘田のおばやんは弘田に集まる常連の外にも案内してクリスマス・パーティを開催、男
女合わせて 30人位で、女は新潟県人の娘 3人と佐賀県人のおくらさんと笑子と私の 6人きりであった。山
の内さんはブラジル見学のため３ヶ月前にグァタパラに来て弘田に泊っていた男爵の御曹子とのことである。
　　
大正 12年（1923年）6月に母の母親キヨの死を知らせた手紙が届いて後、母は帰国しょうと父にせがみ続
けた。此処の（グァタパラ）収入が普通のコーヒー園で働く 10倍になるから、あと２年辛抱すれば帰国後
一生銀行の利息だけで生活出来るから、それまで帰りたくないと父は言う。「親子三人の生活費は私が稼ぎ出
す」とまで言って母は父を説き伏せて、11月に帰国することに決まった。
　　
大正 12年（1923年）9月 1日の関東大震災を知るものであった。9月末に日本から新移民がグァタパラ
に来た。（この年の 3月に茨城県出身の照沼浅男氏配耕の記録あり。）
その中に広島県人の尾上兄弟３人がいた。家長で 27歳の実夫妻、次男で 25歳の悟、三男で 23歳の武、広
島市千田町の人であった。
　　
私達はビラ・アルベルチーナの駅（製糖工場附近）から汽車に乗った。サン・パウロの駅に着いたとき浜本
清吉さんが迎えに出てくれた。清吉さんの長女久代を日本の学校へ入れるため、私達家族が日本へ連れて帰
ることになっていたからであった。3日間サン・パウロに滞在して、私達はサントスに向った。サントスで
は母の従兄弟の田野中家に泊る。
　　
11月 12日午後 5時、私達の乗った若狭丸はサントス港を出帆することになっていた。日本へ帰るためにサ
ントスから乗船した人数は 157人でペルーからも 20人乗るものであった。
　　
11年前にブラジルに行く時は本家には父の妹小君と美豊の２人が健在であったが、肺結核を患い２人共相前
後して他界する。祖母に１人暮らしはさせられないと言うことで、伯父の和三市夫妻は３年前に帰国していた。
云々（以上は自叙伝「宏深の夢」小井出伊勢子著の一部要約）

付記）17歳で家族と共に、日本へ引揚げ帰国した伊勢子さんは、その後、日本の服飾界で新製図法の開発を
行い、広島県に学校法人小井出学園を建設するなど目覚しい活躍をしている。
　　
「洋裁最新裁断全書」、「洋裁基礎製図」等の専門書の出版及び自叙伝「夢の処女地」「こんな女が一人いた」
などの著書もある。
　　　
10年半（1913年５月～ 1923年 11月）にわたり、７歳から 17歳の多感な時期をブラジルで過ごしたと
いう体験は彼女のその後の人生に強烈な印象を残しているようである。中でもグァタパラ耕地内での生活が
一番長年月におよび、90年ほど昔のコロノ生活の一端を正しく隠すことなく物語っていることから、私達後
輩移住者にとっても興味深いものである。


